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今
�
協
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改
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め
る
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ま
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良
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な
る
自
閉

症
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者
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て
の
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ま
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組織
改革について

　日本自閉症協会は平成元年に全国親の会

から社団法人の資格を確保するため新しい定款を定めまし

た。 しかし、 この定款には、 まだまだ親の会的要素が数

多く残っており、 本来の公益法人ではふさわしくない内容

も暫定的に認めざるを得ませんでした。これが現在まで（平

成元年～ 18 年） 続いています。 しかし、 H18 年５月 26

日可決成立した国の公益法人制度改革慣例法案 （法律

公布の日 H.18.6.2 から 2 年 6 ヶ月を超えない範囲で制令

で定める日施行） の実施に伴い、 公益法人としての団体

の基本体質を見直し、 公益社団法人取得に向けた改革を

行ない組織強化しなけらばならなくなりました。 概要はい

としご NO ９９の 5 ページから 8 ページに載っていますので、

ぜひ会員の皆様は目を通しておいてください。

　大きな名変更点は、 これまで 「社団法人日本自閉症協

会奈良県支部」 と名乗っていた名称が、 「奈良県自閉症

協会」 という公益社団法人日本自閉症協会の構成団体

となる点です。 詳しくは、 今後お知らせしますが概要は次

のようなものです。

○組織改革 （Ｂ案） による変更事項

　社団法人日本自閉症協会が名実ともに社団法人として

生き残る為には、 現行の悪しき慣習を改め、 大同団結し

て公益社団法人取得に向けた改革を行わなければならな

いことが、 9/30 ～ 10/1 の支部役員連絡会議において凡

そ了解を得ました。 なお、 以下は案であり、 今後変更は

あり得ます。

○社員…都道府県および政令指定都市に各々 1 団体を

社員として会長が認定する。 但し政令指定都市にあって

は、 帰属する都道府県地方団体の了承を得なければなら

ない。      

○ 総会… 各地方団体により選任された代議員が議決権

を持って臨む。 総会を欠席する場合は委任状により他の

出席代議員に議決権を委ねることが出来る。 また代議員

の代理人は認められないが、 傍聴人となることは出来る。

○会費…地方団体は正会員、 賛助会員別に定められた

金額を地方団体構成員数に適応した金額を本部に納入す

るこれまでのダイヤモンドファクターは利用できないので一

旦解約し、 地方団体が構成員数分をまとめて納入する。

２． 地 方 団 体 （ × × 県 （ 市 ） 自 閉 症 協 会 ）                    

○名称…　基本的には地区名＋自閉症協会とする。 　(eg.) 

愛知県自閉症協会、川崎市自閉症協会 但し当面の間（新

名称が地方に定着するまで） は社団法人日本自閉症協

会××県支部を名乗ることも出来る。 また助成金等との関

係で適宜名称を使い分けてもいい。

○団体の種類…任意団体でも法人 （ＮＰＯ， 社団、 社会

福祉 etc） でもよい。

○代議員…代議員は地方団体を代表し、 総会に議決権

を持って参加する。

○代議員の数…地方団体は本部総会に於ける議決権を

有する代議員の数を組織規模を考慮し別に定める算式

(*1) により求めた人数とする。

○地方団体の構成員…正会員、 賛助会員により構成す

る。 正会員のうち自閉症児者を持つ家族に限り家族の何

れかを代理人とすることが出来る。 また複数の地方団体

に所属することは出来ないが情報を得るために他団体と個

別に交渉し情報会員となることが出来る。 但し情報会員

については本部への報告は不要である。 

○総会…構成する正会員により行う。 但し自閉症児者を

持つ家族に限り家族の何れかが代理出席することが出来

る。

○会費…本部会費＋地方団体活動費とし、 正会員、 賛

助会員別に金額を地方団体独自に決める。 但し本部会

費分については本部総会で決定された額とする。

３． その他                                                            

          

○名簿管理…地方団体は会費を納入した所属する会員

名簿 （正 ・ 賛） を年 2 回本部に提出する。 地方団体は

新規入会者については、 会員ＩＤを重複のないよう十分気

を配って割り振る。 本部は保有していた当該名簿を差し替

える。 名簿は別に定める共通のフォーマットにより作成する。

○出版物郵送…本部は地方団体より提出された名簿に基

き郵送物を発送する。 但し、 団体扱いの場合は地方団体

が指定する住所に一括送付する。 但し年度途中より入会

した者に対しては年度初めから当月までの会報をまとめて

発送する。

○委託事業…本部が得た補助金、 助成金による委託事

業はできるだけ小規模地方団体を優先して配分する。 　

等です。
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奈良教育大学より　公開講座のお知らせ

平成１８年度公開講座

“ライフスタイルに応じた特別支援教育”

～地域における連携とネットワークづくり～

開催趣旨：

平成 19年度より、特別支援教育への移行がなされようと

しています。軽度発達障害の子どもたちをはじめとして、

充実した特別支援教育を実現していくために、乳幼児期、

学齢期、青年期といったライフスタイルに応じた特別支援

教育のあり方を考えます。また、地域での関係機関、関係

者の連携とネットワークづくりの現状と課題を考えあいま

す。

主　　催　：　奈良教育大学

会　　場　：　奈良教育大学　講堂・大講義室

場　　所　：　講堂・大講義室　200 ～ 300 名まで

参加対象　：　教員等教育関係者、福祉・医療関係者、保

護者、一般市民、学生、200 名

日　時・内　容

〔第 1 回〕　　10 月 21 日（土）　13：00 ～ 16：00　　

場所　講堂

｢ライフスタイルから見た軽度発達障害の理解と支援 ｣

講演　北海道大学大学院教育学研究科教授　田中康雄先生

〔第 2 回〕　　11 月 25 日（土）　13：30 ～ 16：30　　

場所　大講義室

「乳幼児期における発達障害をもつ子どもと親への支援」

講演　奈良教育大学教授　郷間英世先生

報告　仔鹿園：発達障害支援センター所長　岡本とも子先

生

〔第 3回〕　　12 月 9 日（土）　13：30 ～ 16：30　　　

場所　大講義室

「小・中学校における特別支援教育の現状と課題 - 学齢期

の発達障害の子どもたち」

講演　奈良教育大学助教授　越野和之先生

報告　奈良教育大学付属校から

〔第 4 回〕　　12 月 16 日（土）　13：30 ～ 16：30　　

　場所　大講義室

「高機能自閉症児の青年期に至る発達課題と支援」

講演　奈良教育大学教授　田辺正友先生

報告　奈良県障害児・者とともに歩む家族の会

〔第 5回〕　　　1月 13 日（土）　13：30 ～ 16：30　　

　場所　大講義室

「ライフスタイルに応じた特別支援教育への期待と提言－

関係者の連携」

シンポジューム　親の会など

コーディネーター　奈良教育大学教授　岩坂英巳先生

【参加費用】　：　1回　1000 円

なお 5回のうち 4回以上出席者には修了証書を授与しま

す。

【参加申し込み】：　メールまたはファクシミリで　10月

17 日までに　下記あてに申し込んでください。申し込ま

れた方に参加費用の振込先を連絡いたします。

記載事項…　題名（件名）「公開講座・ライフサイクル・申込」

参加講座名、氏名（ふりがな）、所属、連絡先電話番号（FAX

の有無）、FAX番号　または　アドレス、参加日

【申込・連絡・問合せ先】　

　奈良教育大学　総務課　池田　隆一

　TEL　0742 － 27 － 9108　FAX　0742 － 27 － 9141

　　　　  Mail：ikeda@nara-edu.ac.jp

【講座内容についての問合せ】　

奈良教育大学　特別支援教育　玉村　公二彦

TEL ＆ FAX　0742 － 27 － 9254　

Mail：mamura@nara-edu.ac.jp

※ 一般案内　ＯＫ

※ 申し込みは　各自　個人でお願いします

奈良
県発達障害者支援体制整備検討委員会

第 2 回の検討委員会が、 平成 18 年 10 月

5 日 10 時～ 12 時まで奈良県庁 5 階第一会議室でひら

かれ、 日本自閉症協会奈良県支部からは河村が出席しま

した。 （１） 来年度に向けた発達障害者支援体制整備事

業について （２） 発達障害に関する実施状況調査につい

て （３） 発達障害児 ( 者 ) のライフステージに応じた支援

について （４） 発達障害支援センターでぃあーの現状につ

いて （５） 意見交換の話し合いがありました。

来年度の奈良県圏域支援体制整備事業として、 発達障

害に関する実施状況調査の結果について検討する中、 事

業実施を名乗り出ている五條市で支援モデル的実践を行

い、 今後これを他県域に波及させていくことが決まりまし

た。

 ○来年度に向けた発達障害者支援体制整備事業の方針

１． 都道府県等支援体制整備事業…発達障害者支援体

制整備検討委員会を設置して、 発達障害児 （者） の支

援のあり方を 検討し、 乳幼児期から成人期までの一貫し 

た支援体制整備を図る 

２．圏域支援体制整備事業…委員会で指定した1圏域(五

條市 ) で支援をモデル的に行い、 その成果を他圏域に波

及させる ・ 発達障害支援コーディネーターを配置 ・ 当事
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者や保護者が日常的に利用可能な 身近な病院、診療所、

保健所、保育所、学校、福祉事務所、関係施設、ハローワー

ク 等の関係者が連携し、 個別支援計画を作 成して必要

な支援を行う３． 発達 ・ 相談支援等モデル事業 先 駆

的事業として成果を全国に普及できるものを対象に事業

実施   

事業の具体化については今後も検討委員会で話し合われ

ることが確認されました。

事務局
から

○ AC 公共広告機構 2006 年度支援

キャンペーンとして奈良新聞 7 月 16 日 ( 日曜 )9 月 24

日 ( 日曜 ) に掲載されました。いずれも、「自閉症になっ

たんじゃない。自閉症に生まれてきただけ。」のタイト

ルでかねすけ君バージョンでした。皆様ご覧になられま

したか。

○日本自閉症協会本部の本年度ペアレントメンター養成

講座にはベーシックコースに桜井さんご夫妻・フォロー

アップコースには上島さんが選ばれ受講されます。今後

も養成事業が続くと思いますので、皆様も挑戦お願いし

ます。なお、奈良県支部による養成事業もよろしくお願

いします。

○ 2006 年度独立行政法人福祉医療機構助成「発達障

害者の就労・自立のための人材養成事業」第 4 回講座

10 月 29 日奈良県文化会館小ホール 9:30 受付の坂井聡

先生・田中浩一郎先生の講座への呼びかけよろしくお願

いします。

○フジテレビ系・近畿は関西テレビで　自閉症の青年を

テーマにしたドラマ「僕の歩く道」の放送がはじまりま

した。僕の歩く道（第 01 話 )10 月 10 日、22:00( 夜

１０時は「誰よりも純粋な男」で出演者は…草なぎ剛　

香里奈　佐々木蔵之介　MEGUMI　本仮屋ユイカ　小

日向文世　加藤浩次　大杉漣　長山藍子さんです。  読

売新聞の朝刊の試写室に次のような紹介がされていま

した。「・・・自閉症の表現に関しては、・・「レインマ

ン」など、過去の名作映画の踏襲にとどまっている感も

ある。しかし、そういった障害や周りで支えている人々

の様子が、視聴者に身近な俳優らによって、より理解を

促されるならば大きな意味がある。中でも、役に没入

しているような草薙（剛）の演技には目を見張るもの

がある」内容はフジテレビのｈｐに紹介されています。

http://www.fujitv.co.jp/index.html

○ｋ－ PRO についてうまくまとめられた記事です。奈

良県支部もこのネットに繋がっています。奈良県でもこ

んな取り組みをしたいものです。・・・

　保護者ら警察や鉄道と連携知的障害児の犯罪被害防止

へ　地域全体の理解を促す東京「安全ネット八王子」　

犯罪被害やトラブルに巻き込まれがちな知的障害児を地

域全体で支えていく試みが、各地で広がっている。東京

都の「安全ネット八王子」（木村靖子代表）では、警察

や鉄道などと連携

し、地域の理解や本人の目己防衛力を育む研修会などを

開いている。

　８月下旬、安全ネット八王子は、知的障害や発進障害

のある子どもと保護者らを対象にした体験塾を開いた。

　大学生ボランティアとハ王子警察署員の協力で、車の

連れ去りやキャッチセールス、宅配への対応、留守番、

逃げ方などの危機回避スキルを疑似体験。コミュニケー

ションがうまくいかないためにトラブルになることが多

いため、午後からは専門家によるソーシャルスキルト

レーングも実施した。　参加者は 55 人。「子どもの人

間関係上のトラブルで悩んでいる親が多かった」と木村

代表は言う。　同ネットが発足したのは平成 15 年。都

立ハ王子養護学校で同年１月に開かれた、堀江まゆみ・

白梅学園短大教授の購演会がきっかけだった。福祉が施

設から地域に移行するのに伴い、知的障害のある人たち

が地域で犯罪に巻き込まれたり、トラブルを起こしたり

する機会が増加。親や学校だけでなく、警察や消防、鉄

道会社、コンビニなど地域のネットワークで障害のある

人たちを支えることを、堀江教授は語った。　この講演

に感銘を受けた地域の中学校の心障学級の親たちが、早

速勉強会をスタート。３月に、同ネットを発足した。　

同ネットが力を入れているのが、地域の関係団体との連

携だ。特に八王子警察署には足繁く通い、堀江教授らの

研究班が作成した警察向けのパンフレットを全交番に配

布してもらった。また、コミュニケーションボードや八

王子版コンビニパンフなどを、子どもと一緒に地域の交

番、駅、コンピニ等に配布。トラブルが起きる前に人間
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関係を育むことで、地域の理解を広げている。　一方、

障害のある子どもたちが地域で気持ちよく暮らしていく

ためには、子ども自身の友達づくりやコミュニケーショ

ン能力向上も欠かせない。本人支援の一環として、毎週

水曜、中軽度の知的障害のある中高生を対象に、自立生

活の基礎となる教科学習を実施。指導するのは大学生の

ポランティアたちだ。ルールや規律も学ばせたいと、月

１回、日曜日にスポーツ活動もしている。　木村代表

は「障吉のある子どもが地域で暮らすために、警察の理

解は欠かせない。学校と警察の間に入ることで、地域全

体での連携を進めていきたい」と話している。　堀江教

授は、知的障害者の犯罪被害防止などの活動をしていた

12 年に、アメリカでの対応を視察。警察署内に知的障

害者専門の警察官がいて、時間を掛けて調書を取ったり

裁判や法律の意味をじっくり解説していたことにヒント

を得て、警察との連携を中心にしたセーフティネット「Ｋ

－ｐｒｏ」の構築を始めた。　14 年度から３年間、厚

生科学研究として実態調査を進めるとともに、東京、大

阪、札幌の３ヵ所をモデル地域に実践。併せて全国で講

演などを行い、各地で地域版のセーフティネットが生ま

れた。「安全ネット八王子」もその１つだ。　知的障害

のある人たちが受けやすい被害は、性被害や消費者被害、

施設内などでの暴力、いじめなど。さらに、不審者と間

違われ通報されたり、コンビニで商品を食べてしまうな

ど、身近な場面でのトラブルも絶えない。　地域で安全

に生活するためのアドボカシー（権利擁護）のためには、

裁判や成年後見制度などのシステム・アドボカシー、家

族や近所の人だちなどによるインディビジュアル・アド

ポカシー、自分で自分を守るというセルフ・アドポカシー

の３段階が必要であり、「地域でのセーフティネットは、

インディビジュアル・アドポカシーの充実を目指すもの」

と堀江教授は説明する。　一方、危険回避の疑似体験な

どは、セルフ・アドボカシーを高めるためのもの。今後

は、青年期向けのプログラムや、軽度発遠障害児向けの

工夫が求められており、堀江教授は来年をめどに、軽度

発達障害児・者に対する地域の理解を促すプログラムの

開発を進めている。　日本教育新聞 06/09/11

☆日本発達障害ネットワーク第２回年次大会

日　時：平成 18 年 12 月 10 日（日）10:00-17:50

会　場：成蹊大学

東京都武蔵野市吉祥寺北町 3 － 3 － 1

JR 中央線・京王井の頭線　吉祥寺駅より路線バス５分

＜会　費＞

■フォーラム参加費　事前申込 3,000 円（当日 4,000

円）

■懇親会参加費　5,000 円（事前申込のみ）

＜定　員＞

８００名　（定員に達し次第受付を終了させていただき

ます）

＜開催の目的＞　

　　発達障害者支援を巡る諸問題　～現状と課題～

　１．発達障害者支援の目標＝到達点を明らかにする。

　２．現状 ( 各種調査の実施と発表 ) を明らかにする。

　３．国・自治体、当事者団体、学会、職能団体、

　　　JDD ネットは何をすべきかを明らかにする。

　４．当面の課題と目標を明らかにし、提言する。

　日本発達障害ネットワーク（JDD ネット）は、発達

障害関係の全国団体・地方団体や発達障害関係の学会・

研究会、職能団体なども含めた幅広いネットワークで、

全国団体 12、エリア団体 37 が加盟しています。JDD 

ネットは、障害の種別、学会・学派、職種、立場や主

張、地域等の壁を越え、当事者支援を主眼に置いたネッ

トワークを目指しています。　JDD ネットの年次大会

は発達障害に関係する全ての方が一堂に会して開催する

ものです。多くの方のご参加をお待ちしております。 

＜主　催＞　

　日本発達障害ネットワーク（JDD ネット）

＜後　援＞

　文部科学省、厚生労働省、東京都教育委員会、神奈川

県教育委員会、埼玉県教育委員会、千葉県教育委員会、

横浜市教育委員会、川崎市教育委員会、千葉市教育委員

会、日本障害者協議会、日本障害者リハビリテーション

協会、全日本手をつなぐ育成会、NHK 厚生文化事業団、

明治安田こころの健康財団、毎日新聞社、読売新聞社、

産経新聞社、日本経済新聞社　( 一部申請中 )

【ご留意事項】プログラム等は一部変更することがあり

ます。　

詳細は、JDD ネットのＨＰをご覧下さい。（http://

jddnet.jp/）

------------------------------------------------------

プ ロ グ ラ ム

■大会実行委員長挨拶　［10:00-10:05］（４号館ホール）

　　　　　石井 哲夫 （JDD ネット名誉代表）

■来賓挨拶　［10:05-10:15］ 

　　尾辻 秀久（発達障害の支援を考える議員連盟会長）

【講　演】

■講演１　[10:20-11:10] （４号館ホール）

「発達障害者支援を巡る諸問題 ～発達障害の基本概念」

　　　　栗田　広氏（東京大学名誉教授）

■講演２　[11:10-12:00] （４号館ホール）

「発達障害者支援を巡る諸問題 ～教育・心理を中心に」

　　　　上野　一彦氏（東京学芸大学・教授） 
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■講演３　[13:00-14:00] （４号館ホール）　

「発達障害者支援を巡る諸問題 ～発達障害と非行」

　　　　　小栗　正幸氏（鳥取少年鑑別所所長）

■講演４　[14:00-15:00] （４号館ホール）

「発達障害者支援を巡る諸問題 ～発達障害と医療」

　　　　　市川　宏伸氏（東京都立梅ヶ丘病院 院長）

【行政解説 & トーク】［14:00-15:50］（5 号館 102 号）

「特別支援教育、発達障害者支援法を解剖する」

　　　　行政解説Ⅰ 文部科学省 

　　　　瀧本　　寛　（文部科学省　特別支援教育課長）

　　　　行政解説Ⅱ 厚生労働省 

　　　　　大塚　　晃　（厚生労働省　障害福祉専門官）

　　質問者　　 　

　　　　　中村 文子 ( 日本自閉症協会理事 )

内藤 孝子 ( 全国 LD 親の会副会長 )

【シンポジウム】

■大会企画シンポ［15:15-17:50] （４号館ホール）　

「発達障害者支援や特別支援教育に専門家がどう関わっ

ていくのか？」

司会　山岡　修（JDD ネット・代表、全国ＬＤ親の会・

会長）

問題提起　発達障害者支援センターの実情と展望

石井　哲夫（日本自閉症協会会長・東京都発達障害者支

援センター所長）

話題提供　　田中　康雄（北海道大学大学院・教授）

　　　　　　倭文　真智子（日本臨床心理士会・理事）

　　　　　　杉原　素子（日本作業療法士協会・会長）

　　　　　　柘植　雅義（兵庫教育大学・教授）

指定討論　  福島　豊　( 衆議院議員、発達障害者の支

援を考える議員連盟・事務局長 )

　　　　　　石井　哲夫（日本自閉症協会会長）

■企画シンポ１[10:20-12:20]（5 号館 101 号）　

「いよいよ始まる特別支援教育 ～高校段階の現状と課題

～」

司会　 　　 山岡　修　（全国ＬＤ親の会・会長）

話題提供　　内藤　孝子（全国ＬＤ親の会・副会長）

　　　　　　笠井　恵美（大阪府立芦間高校・養護教諭）

　　　　　　田代　百代（東京都立矢口養護学校・教諭）

指定討論　　柘植　雅義（兵庫教育大学大学院・教授）

　　　　　　牟田　悦子（成蹊大学文学部・教授）

■企画シンポ２ [10:20-12:20] （5 号館 102 号）

　 「二次障害の理解と予防～今、私たちに出来ること～」

　司会　　　高山　恵子 （えじそんくらぶ代表）

　話題提供　田中　康雄 （北海道大学大学院教授）

　　　　　　近藤　直司 （山梨精神保健センター所長）

　　　　　　品川　裕香 （ノンフィクションライター）

■企画シンポ３ [10:20-12:20] （5 号館 201 号）

　「発達障害児、特別支援教育への支援～ NPO など民

間だからできること」

司会　　　 藤堂 栄子（エッジ代表） 

話題提供 一部交渉中

■企画シンポ４ [14:00-15:50] （5 号館 101 号）

　　「学校教育現場における専門職の関わりについて

　 ～作業療法士が行う具体的な支援とは～」

　　司会　　三澤 一登（日本作業療法士協会理事）　　 

話題提供　　笹田 哲　（神奈川県立保健福祉大学保健福

祉学部）

　　　　　　仙石 泰仁 ( 札幌医科大学　保健医療学部 )

　　　　　　加藤 寿宏（京都大学医学部保健学科作業

療法学専攻）

■企画シンポ５ [14:00-17:00] （5 号館 201 号）

「どうなる！？自閉症支援」

　　司会　　 氏田 照子 ( 日本自閉症協会副会長 )

　　　　　　奥野 宏二 ( 全国自閉症者施設協議会会長 )

話題提供   　小久保 恭子 ( 家族 )

　　　　　　石橋 悦子 ( 東京都発達障害支援センター )

　　　　　　高山 和彦（社会福祉法人同愛会）

　　　　　　安井 愛美（サポートセンターぴっころ）

　　助言者　 尾辻 秀久（予定）

( 発達障害の支援を考える議員連盟会長 )

■企画シンポ６ [16:00-17:50] （5 号館 101 号）

「一生涯を通じた支援体制を造るための課題」

～発達障害者の乳幼児期から成人期までの各ライフス

テージに対応する支援を行うために～

　　　司会　　　工藤 宏子 ( 日本臨床心理士会 )

　　　　冠木 久仁子 ( 日本臨床心理士会 )

話題提供　松村 裕美 ( 墨田区すみだ福祉保健センター )

　　　新堀 和子（全国ＬＤ親の会・理事）

　　　尾崎 ミオ（日本自閉症協会東京都支部副支部長）

　　　指定討論　吉田 弘道（専修大学）

■本人トーク［16:00-17:50］（5 号館 102 号）

　「発達障害の日常生活、楽しい暮らしをつくるに

は！？」　

司会　　 辻井　正次（中京大学教授、アスペ・エルデ

の会理事長）

　　　トーク　 ニキ・リンコさん

　　　　　　コスモスさん

【実践発表】

■実践発表１[10:20-12:00] （3 号館 102 号）　

「当事者・家族への具体的な生活支援とは



平成１８年度独立行政法人福祉医療機構の助成による 

      「発達障害者の就労・自立支援のための人材事業」 

      主催 社団法人日本自閉症協会奈良県支部 

第４回講座のご案内 

日時 平成 18 年 １０月２９日（日）９：３０受付 

          １０：００～１６：３０  

会場 奈良県文化会館小ホール  奈良市登大路 6-2（近鉄奈良駅徒歩約５分）  

 

午前の部 １０：００～１２：００ 

 「わかるように伝えるために考える」講師 坂井 聡 氏  

（香川大学 教育学部 障害児教育講座） 
午後の部 １３：３０～１６：３０ 

 「自閉症スペクトラムの支援とは？ 

―高機能自閉症・アスペルガー症候群から考えるー」 
 
講師 田中 浩一郎 氏 

 (京都市児童福祉センター・児童精神科医) 

 

 

問い合わせ先  上島 FAX0744-33-4755  e-mail m-ueshima@k2.dion.ne.jp 

参加費  500 円   定 員 ３００人  申し込み 不要 

坂井聡先生 

 奈良県立北大和高等学校卒業 香川大学教育学部養護学校教員養成課程卒業 

金沢大学大学院教育学研究科修了 

言語聴覚士  香川県内の養護学校の教員を経て 

2005 年 4 月より香川大学教育学部障害児教育講座助教授 

専門  障害児へのコミュニケーション指導 
＊ 10/29 わかるように伝える～、11/26 わかるように伝えてもらう～・ 

コミュニケーションのやり取りを考える２回連続講座です。 

 

田中 浩一郎先生 

Ｈ４年 京都大学医学部附属病院 精神科  Ｈ５年 公立豊岡病院 精神科 

Ｈ9年 京都市児童福祉センター児童精神科 Ｈ16年 よこはま発達クリニック 

平成 17 年 京都市児童福祉センター 児童精神科 現在にいたる 

（平成 17 年 11 月より京都市発達障害者支援センターも兼務） 

＊自閉症スペクトラムの支援とは！ その障害の基本にもどって・・・ 



 平成１８年度独立行政法人福祉医療機構の助成による 
      「発達障害者の就労・自立支援のための人材事業」 

メンター養成講習会の ご案内 
 

17年 4月より発達障害者支援法が施行され 1年、今年も（社）日本自閉症協会奈良県支部
では発達障害者の理解と療育・処遇の仕方を具体的に学ぶ講座を６回開催し、その講座受

講の中からメンター希望者を募ります。 
 
☆ メンター（mentor）とは？  
信頼のおける相談相手、良き師・先輩、助言者、庇護者 

講習会は 相談やグループワークを行えるような人材の養成をめざし、「発達障害」の

診断を受けた親たちへの情報提供をはじめ仲間作り、幅広い様々な支援ニーズに連携し

て対応しながら 草の根的にネットワークを組み、質の高い支援を展開できるような成

果の蓄積をめざします。 
 

日時（全 4回） 場所 内容 講師 
１０月２３日（月） 
１０：３０～１２：３０ 

奈良市 

男女参画センター 

あすなら 

相談技術と 
基礎知識 
（情報の伝え方） 

 
中手 英子 氏 
千代田短期大学・臨床心理士 

１１月 ２日（木） 
 １０：３０～１２：３０ 

奈良県心身障害者 

福祉センター 

１０月２３日と  

同内容講習  
ビデオ 
  

１１月１７日（金） 
 １０：３０～１２：３０ 

奈良県文化会館 

 会議室 

リソースブックの 
作り方と地域活動 

ひょうご発達障害者支援センター 

和田康宏氏 
１１月３０日（木） 
１０：３０～１２：３０ 

奈良県心身障害者 

福祉センター 

11月 17日と同内容 ビデオ 

１１月２８日（火） 
 １０：３０～１２：３０ 

奈良県文化会館 

 会議室 
実技研修・ 
ロールプレイ（同内

容南部会場検討中）

ひょうご発達障害者支援センター 

犬飼陽子氏 

１２月７日（木） 
 １０：３０～１２：３０ 

奈良市 

男女参画センター 

あすなら 

家族への支援 
（同内容ビデオは 

12月１8日予定） 

きょう こころのクリニック 

院長 姜 昌勲氏 

参加費 無料 
参加申込み  裏面に必要事項を記入の上 FAX 又は メールにて 
 FAX ０７４４－３３－４７５５   E-mail m-ueshima@k2.din.ne.jp 
申込み締め切り １０月１０日 
＊ 希望者多数の場合は 奈良県支部にて 選考させて頂きます 



 
 

メンター 養成講習申込書 

            平成１８年   月  日 
 
   １８年度 メンター養成講習に 申込みます。 
   

 氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（   歳） 

   電話 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

   ＦＡＸ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

   メール＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

☆ お子様の 氏名 年齢 所属 兄弟の有無など 

  氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 年齢＿＿＿＿ 男・女 

   所属 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

   兄弟の有無   有・無 

父 母 兄 姉 弟 妹 祖父 祖母 その他

         

  
 ＊（社）日本自閉症協会 奈良県支部  会員 ・ 非会員 
 ＊現在の活動のご様子を 教えて下さい 
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 
   
              参加希望会場  北部 ・ 南部  


